
マイクロ波加熱による炭素粉末材料の酸化処理方法 

従来の炭素粉末酸化処理法に比べて短時間処理、処理エネルギーの削減を可能とするマ
イクロ波加熱酸化処理法を開発しました。 

本技術の内容・特徴 

平井 和彦 

従来技術に比べての優位性 提供できる支援方法 

❶マイクロ波加熱装置を用いることで、従来 
 法よりも短時間で処理が可能 
    
❷外部加熱法に比べて処理エネルギーも削減    
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❶炭素粉末以外の炭素材への応用など、新 
 材料開発への応用    

 
❷親水基を足場とした化学修飾による機能 
 性制御により吸着材料や導電性材料の開 
 発への応用 

予想される効果・応用分野 

▶ 共同研究    

▶ 依頼試験・機器利用 

▶ オーダーメード開発支援（試作加工） 

多摩テクノプラザ 繊維・化学グループ Tel：042-500-2300 
E-mail：hirai.kazuhiko@iri-tokyo.jp 

炭素粉末材料の機能性や他素材との複合化には、材料表面の官能基の存在が重要となります
が、外部加熱による一般的な酸化処理には時間がかかります。そこで、マイクロ波加熱を用
いた処理方法の開発を行うとともに、その評価手法についても検討しました。 

 マイクロ波加熱による酸化処理   ATR法によるC=O結合のピーク面積の変化 

 赤外分光分析の測定方法の比較  マイクロ波加熱と外部加熱の比較 
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